
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

笠岡 島みらい会議（北木島編） 

みんなで考える北木島の 

「こうなりたい未来」 
- 島 の １ ０ 年 後 の た め に 北 木 小 学 校 を よ り よ く 使 お う - 

グループに分かれて話し合う

2010.1.23笠岡諸島開発総合センター

島みらい会議（北木島編）開催！第１号 
島みらいニュース

 

●笠岡 島みらい会議（北木島編）プログラム 

 

10：00  はじめに 

10：15  子ども島づくり会議の様子の紹介 

10：30  自己紹介タイム：実は私は・・・ 

10：45  話し合おう①：北木島のこうなりたい未来 

11：30  話し合おう②：学校を使ってできること 

12：00  昼食 

13：00  北木小学校見学 

13：30  話し合おう③：北木小学校をこう使いたい 

14：15  話し合いの結果を発表 

14：30   終了 

 



 

『笠岡 島みらい会議』の目的 

昨年、笠岡諸島の中高生たちが中心となり『子ども島づくり会議－コジマ会議－』を開催しまし

た。子どもたちが笠岡諸島で生活する中で実感していることから『笠岡諸島の未来のためにでき

ること』について話し合いました。その中で、笠岡諸島で実現させたい 6つの具体的なアイデア

が提案されました。子どもたちの提案を受けて笠岡諸島の大人が中心となり『島づくり道場』を

開催しました。この道場では、子どもたちの提案を実現するための方法について大人たちが話し

合いました。北木島では旧北木小学校を島の未来のために活用する方法について話し合いました。 

 

 話し合おう 『北木島の「こうなりたい未来」』 

みんなで北木島の「現在」「こうなりたい未来」「こうなっては困る未来」について話し合いま

した。（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合おう 『北木小学校をこう使いたい』 

みんなが考える「北木島の「こうなりたい未来」」を実現するために、北木小学校をよりよく使

ういろいろなアイデアを出し合いました。（一部抜粋） 

 

 

 

・少子高齢化が進む 

・子どもが島に帰ってこない       

・廃屋が増える         ・船便がさらに減る 

・医療者がいなくなる      ・目標、目的がなくなる 

・島に一生住みたいのに子どものところに引き取られたりする 

 

北木島の１０年後について話し合う 

・産業が活性化 

・人口が増える          

・若い人の仕事がある      ・子どもがたくさん 

・みんなが集まれる場所がある  ・空き地をうまく活用 

・観光客でいっぱい       ・福祉が充実 

・お店ができて笠岡まで買いに行かなくてもすむ 

こうなっては困る未来 

 

・店がない 

・病院がない 

・交通の便が悪い 

・仕事が少ない 

・資源が少ない 

（漁業、採石業） 

・少子高齢化 

・空き家が多い 

・島を出る人が多い 

・学校の存続が危ない 

現在 こうなりたい未来 

・喫茶、くつろぎスペース  ・買い物の注文所    ・パソコン教室           

・食堂           ・日曜朝市       ・子どもの美術館          

・イベントスペース     ・畑付き宿泊施設    ・みんなの古本でつくる図書館  

・老人ホーム        ・特産品をおく売店   ・賃貸マンション、貸事務所     

・夜間常駐の診療所     ・海の見える大衆浴場  ・不要な健康器具を持ち寄るジム 

笠岡 島みらい会議（北木島編） 


